
指定管理者

　名　称　　　　社会福祉法人　四日市市社会福祉協議会

　代表者　　　　会長　伊藤　八峯

　住　所　　　　四日市市諏訪町２番２号

モニタリング
の実施方針・

方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実
地調査、利用者アンケート、指定管理者へのヒヤリング等により把握しまし
た。
　その後、指定管理者の選定に用いた選定基準等に示された項目ごとに、次葉
の通り、具体的な業務の履行状況等についての確認結果をコメントしたうえ
で、「モニタリングの総合コメント」及び「今後の業務改善に向けた考え方」
を記載しました。

■ 今後の業務改善に向けた考え方
　 今後の業務改善については、よりよい管理運営を目指して、下記の運営方針を指導していきます。
・当施設は定員の空きがあるため、公の施設としての性格を踏まえ、新しい利用者の確保に努めること。
・利用者が次なるステップを見出せるよう、保護者とも十分協議しながら、自立と社会参加を促進するた
めに必要な生活訓練や職業訓練等を提供するなど、充実した施設運営がなされること。
・障害種別を問わず、利用者の意思を尊重し、利用者個々の能力を見極め、個人にあった目標を立てて支
援するよう努めること。
・就労支援活動に支障の出ることのないよう努めること。
・事業の安定した継続と信頼の維持のため、職員の専門性をさらに高め、技術の向上を一層考慮するこ
と。また、職員間の情報共有を図り、危機管理意識を持つこと。
・ハード面では、利用者が安全・安心に利用できるよう、引き続き、施設の維持管理に努めること。
・個人情報の取扱については、資料及びデータ管理の徹底、パソコン及び周辺機器のセキュリティ対策を
引き続き行うこと。
　

担当部課
（問合せ先）

　健康福祉部障害福祉課

　ＴＥＬ：０５９－３５４－８１７１

　Ｅ－mail：syougaifukushi@city.yokkaichi.mie.jp

令和元年度 指定管理者モニタリングレポート

施 設 名 四日市市障害者自立支援施設　共栄作業所

所 在 地 四日市市西日野町４０７０番地１

■ モニタリングの総合コメント
　 共栄作業所は平成23年4月に知的障害者授産施設から障害者自立支援施設へ移行し、通所する障害者
（以下「利用者」という。）に自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、就労継続支援Ｂ型
事業所としての就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、その知識
及び能力の向上のために必要な訓練を行いました。保護者の要望を受け入れる形で就労継続支援Ｂ型事業
を選択し、保護者と施設側が協議を重ね、より良い個別支援を実施してきたことから、利用者等の社会福
祉協議会に対する信頼は厚く、これまでの利用者アンケートでも高い評価を得ています。
　また、地域に開かれた施設を目指し、施設の持つノウハウを活かし広く市民に対し障害者理解の促進に
努め、福祉教育、ボランティア育成、学生実習の場を提供し、これまで関わりの少なかった分野の人々に
も、障害特性を理解し、地域の支援者になってもらうために、時間と手間のかかる地道な活動を続けてい
ました。環境変化に適応しにくい利用者が、年々地域社会との接点を増やすことで、周囲の学校や地域に
受け入れられるようになっています。施設運営についても、社会福祉協議会が地域で培った信頼と人材を
活かし、様々な視点から話し合いを重ねていくことが必要です。
　事業収支については収入が支出を上回っており、安定した経営が行われていると判断しました。
　管理運営については、おおむね計画どおり運営されました。業務内容については、条例・規則を遵守
し、募集要項、仕様書等に定める業務を適正に実施していました。
  利用実績については、令和元年度の稼働率は77.1％と昨年度より減少しており、利用者数の減少は経営
に影響を与えるため、公の施設としての性格を踏まえたうえで、新たな利用者拡大につながるよう、働き
かけていきます。
  令和元年度は、インフルエンザやノロウイルス、Ｏ－１５７等への感染予防対策を行うだけでなく、新
型コロナウイルス感染症の拡大状況も踏まえ、一層の危機意識を持ち衛生管理を徹底したことで、緊急事
態宣言が出された後も、利用者の方々やその家族の生活を継続的に支援し、結果として利用率の維持、障
害者の社会参加を支援する施設として安定的な運営が確保されました。
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基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮）

 合目的性・公平性・効果性

業務内容

 機能性・独創性（事業への具体的な取組み方）

 責任性・実行性（施設の運営体制や組織）

 明瞭性・規律性（適正な事務や経理）

 安全性（安全管理、緊急時等の対応）

 社会性（環境等への配慮）

事業収支

 経済性

団体の経営状態

 経営の健全性

その他

障害者雇用に対する取組み

　障害者雇用率については3.26%（平成30年度3.94％）と、昨年度よりは下がったものの法定基準である2.2%の約1.5倍
となっており、取り組みはおおむね維持されていました。また、障害者支援の一環として、就労予定者に対して就労実
習の受け入れを行っている点も評価できます。

  就労支援活動を通して集団の中で働くことの意義を見出すとともに社会との繋がりを肌で感じ、併せて工賃を得るこ
とで働く喜びを知り、適切な支援のもと豊かな生活経験の場を広め自立の道を図るという、施設の目的に沿った支援方
針に基づき実施されていました。
　施設運営や利用者への対応については、利用者やその保護者から高い信頼を得た中で、公正に運用されていました。
　また、指定管理者としての特性を生かし、法人が実施している相談事業やボランティアセンターなど各種サービス
や、民生委員児童委員・地区社協・学校等の関係団体と有機的な連携を図り、福祉体験等の機会を提供するなど、障害
者自立支援施設として一定の成果がありました。

　財務諸表などを分析した結果、大きな問題は無く、社会福祉協議会の公共性からの財政基盤も含め、安定していると
判断しました。

　利用者は保護者等の支援を受けてそれぞれが通所し、利用者一人ひとりに合わせた支援を受けながら、一緒に働く喜
びを感じており、適正かつ柔軟な管理運営が実施されていました。
　令和元年度は、共栄の織り製品のインターネット販売サイト「織りの郷」を開設し、協力企業の他、様々な社会資源
と協働し、事業の拡大に努めていました。また、第１回共栄の織り展示即売会を開催し、さをり織りの普及に努めると
共に、障害者理解の啓発に努めていました。
　施設外では、自主製品の販売促進のため、あさけプラザの福祉作品展・四日市萬古まつり・人権フェスタ・四郷地区
文化祭などに参加し、また個人や団体・ボランティアと連携を図り、作業への協力や地域等との交流会（ミニ運動会）
を通して、利用者と交流できる場を設けていました。就労支援活動では、全国社会就労センター協議会の承認を受け、
企業との連携で実現した「幻のなたね油」の受託作業、封筒への点字刻印、リサイクル解体作業にも、引き続き努力し
工賃アップにつなげていました。
　業務内容については、法令・条例・規則を遵守し、募集要項、仕様書等に定める業務を適正に実施していました。

　運営状況については、当施設の目的を果たすため適切に運営されていました。施設の維持管理については、法人管理
部門でも確認しながら、担当課と連絡調整会議を密にし、課題を共有しました。
　また、施設サービス運営委員会を定期的に開催し、意見交換会を行うなどサービスの質の向上に努める姿勢が見られ
ました。階層別及び経験年数に見合った研修会や、職員の意識向上を図るため、人権研修、YES研修に参加し、復命報
告により職員間での共有を図りより質の高いサービス提供に努めていました。

　受託金収入や、事業費や人件費など、施設管理費等の支出について適正に処理し、領収書や計算書類及び諸帳簿も整
理されていました。また、毎日の利用者の日課や年間行事、施設の保守点検等に関する書類もよく整理されていまし
た。

　情報管理については、パソコンとデータバックアップ用にそれぞれパスワードを設置し、鍵付保管庫に保管するなど
の対策が徹底されていました。日常から施設内を点検し、修繕箇所の早期発見と対応が適切に行われ、また防災に関し
ては、西日野福祉ゾーン合同防災会議を定期的に開催して緊急時の協力体制の構築につとめ、施設内では防災マニュア
ルを作成し、毎月１回、緊急地震速報端末を利用し、火災・地震それぞれの避難訓練を行いました。毎月１回、自主防
災設備点検も定期的に実施されていました。各作業室には、利用者の数だけ防災頭巾が備えられ、災害時の非常用食
料・防災用品も備蓄され、常に使用できるよう整備されていました。
　防犯対策として、玄関には赤外線来客報知センサーを設置して不審者侵入の防止に努め、事務机及び全書庫の施錠を
徹底すると共に、夜間・休日の警備は警備会社に管理を業務委託していました。
　感染症対策については、来所者用手指消毒用アルコールの設置・全作業室と食堂に空気清浄器の設置・調理員の細菌
検査の実施など、適切な対策が講じられていました。

　施設の経費削減や業務改善により支出額を抑え、利用者へのサービス向上・安全配慮・危機管理を優先的に支出した
結果、計画額より支出額が下回り、健全に運営されました。

　リサイクル解体作業を作業に取り入れ、日常的に環境問題が意識されていました。
　また、廃棄物の処分などについては、処分してもらう業者にマニフェストを提出させるなど法令遵守の徹底がなされ
ており、汚水処理についても適切に整備点検が行われていました。
　地域の交流会に積極的に参加し、交流を図るとともに、障害者理解の啓発に努めていました。
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1.施設の概要 令和元年度　

施設名

所在地

設置目的

設置の根拠

（法令、条例等）

敷地面積（㎡）

延床面積（㎡）

事業概要

２．運営状況

計画対比

開館日数 240日 240日 計画通り

開館時間 8:30～17:00 8:30～17:00 計画通り

３．利用実績

計画対比

延べ利用者数 7,920人 6,848人 △1,072人

平均利用率 平均 ― 77.10% ―

施設概要調書　　　　

施設の概要

就労継続支援に関する事業（定員37名）
(1)授産活動
【受注作業】リサイクル解体作業、封筒点字刻印作業、贈答品箱詰め作業、
段ボール組み立て作業、農耕関連作業、割箸の袋入れ作業、段ボール製品穴
あけ作業、紙製品加工作業、木工製品加工作業
【自主製品作業】さをり織り作業、縫製作業
(2)生活経験、自立促進活動
　①利用者自治会による一人一役活動（朝礼係、花壇係等）
　②サークル活動（町へ出よう、リズムダンス、カラオケ、ドライブ等）
　③目的別社会実習　④社会・工場見学　⑤クリスマス会　⑥地域交流会
　⑦ボランティア交流会
(3)保健衛生・健康管理
　①医療相談　②健康診断　③身体測定
(4)保護者・地域との連携
　個別懇談・年度末懇談、「きょうえいつうしん」の発行、グループホー
ム、保護者会で制度説明

実施内容
（事業報告書）

項目 実施計画

設備の概要

四日市市西日野町４０７０番地１

四日市市障害者自立支援施設　共栄作業所

障害者自立支援施設として、通所する障害者に対し自活に必要な訓練及び職業の提供を行う
ことにより、自立と社会参加を促進する。

障害者総合支援法、四日市市障害者自立支援施設条例

所管課：障害福祉課

設置年月：昭和５２年５月

　　　  1,200.00

666.73

作業室、事務室、相談室、医務室、和室、会議室、食堂、厨房、洗濯室等

実施内容
（事業報告書）

項目 実施計画
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４．事業収支 （単位:円）

計画対比

62,348,000 62,348,000 0

2,175,000 2,040,400 △ 134,600

805,000 753,200 △ 51,800

20,000 0 △ 20,000

5,300,000 4,190,182 △ 1,109,818

0 12 12

0 56,505 56,505

70,648,000 69,388,299 △ 1,259,701

48,777,000 45,814,367 △ 2,962,633

13,845,000 9,245,977 △ 4,599,023

689,000 724,158 35,158

40,000 43,393 3,393

100,000 95,260 △ 4,740

2,292,000 2,119,706 △ 172,294

1,090,000 1,000,000 △ 90,000

296,000 283,075 △ 12,925

86,000 0 △ 86,000

395,000 311,360 △ 83,640

991,000 984,895 △ 6,105

558,000 525,716 △ 32,284

7,308,000 3,158,414 △ 4,149,586

1,313,000 1,244,693 △ 68,307

5,301,000 4,181,862 △ 1,119,138

2,612,000 2,536,596 △ 75,404

71,848,000 63,023,495 △ 8,824,505

△ 1,200,000 6,364,804 7,564,804

指定管理料

事業費（ソフト事業等）

　保険料

　手数料

　通信運搬費

実施計画

　修繕料

　その他

　賃借料

　光熱水費

　印刷製本費

　燃料費

項目

収　支

支出計

収入計

就労支援事業

人件費

　消耗品費

管理費

一般管理費

　委託料

職員等給食代

利用者給食代

雑収入

受取利息配当金

就労支援事業収入

寄付金

実施内容
（事業報告書）
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チェックシート①

１．運営企画

計画対比

240日 240日 計画通り 計画通り開館された。 適

8:30～17:00 8:30～17:00 計画通り 計画通り開館された。 適

２．利用実績

計画対比

３．事業収支

計画対比

62,348,000 62,348,000 0

2,175,000 2,040,400 △ 134,600

805,000 753,200 △ 51,800

20,000 0 △ 20,000

5,300,000 4,190,182 △ 1,109,818

0 12 12

0 56,505 56,505

70,648,000 69,388,299 △ 1,259,701

48,777,000 45,814,367 △ 2,962,633

13,845,000 9,245,977 △ 4,599,023

689,000 724,158 35,158

40,000 43,393 3,393

100,000 95,260 △ 4,740

2,292,000 2,119,706 △ 172,294

1,090,000 1,000,000 △ 90,000

296,000 283,075 △ 12,925

86,000 0 △ 86,000

395,000 311,360 △ 83,640

991,000 984,895 △ 6,105

558,000 525,716 △ 32,284

7,308,000 3,158,414 △ 4,149,586

1,313,000 1,244,693 △ 68,307

就労支援事業 5,301,000 4,181,862 △ 1,119,138

2,612,000 2,536,596 △ 75,404

71,848,000 63,023,495 △ 8,824,505

△ 1,200,000 6,364,804 7,564,804

実施計画

　通信運搬費

一般管理費

令和元年度　共栄作業所　運営状況　チェックシート

項目 実施計画 実施内容 検証・分析等

実施内容 検証・分析等 適否

寄付金

　その他

指定管理料

　印刷製本費

項目

適

適

今年度当初の登録者数は33名であったが、
年度内に3名が退所され、30名となったこ
とから、昨年度の稼働率を下回り、77.1％
となった。

△1,072人

項目

収入計

　燃料費

　光熱水費

延べ利用者数

　賃借料

利用者給食代

職員等給食代

利用率

総合コメント
　総支出額の減少について、受注作業の減少によるところもあるが、様々な管理費等の節減に努めた結果でもあ
り、良好に運営されたと判断できる。今後も引き続き経営努力されるよう求めていく。ただし、利用者数の減少は
経営に影響を与えるため、公の施設としてセーフティネットとしての役割を踏まえた上で、新たな利用者の確保に
ついて、関係機関と引き続き検討することが必要である。

  就労支援事業収入について、段ボール組
み立て作業の受注が例年に比べ少なかった
ため、計画を下回った。
　利用者給食代と職員等給食代が計画より
も下回っているのは、年度中に3名が退所
したことが主な要因である。

〔勤務体制：正職２人，嘱託７人、臨時４
人、非常勤嘱託１人〕
　支出実績は計画を下回っており、その差
の主なものは、人件費や光熱水費、就労支
援事業費であった。
　人件費の減額については、正規職員のう
ち、1名の人事異動により人件費が下がっ
たこと、また、育児短時間勤務を取得して
いる職員があり、支出が少なくなったこと
などが主な要因である。
　光熱水費については、職員それぞれが節
減に努めた結果、当初の計画よりも減額と
なった。
　就労支援事業については、就労支援事業
収入の減少により、収入に合わせて利用者
に支給する工賃が減額となったことが要因
としてあげられる。
　また、その他について、計画では自主製
品の販売等にかかる費用と人件費等の増額
を見込み、予備費をあげていたが、実績と
してそれらの増額がなかったため、予備費
としては減額となった。
　計画に対する増減があるものの、指定管
理事業の決算は概ね良好であると判断す
る。

　手数料

　修繕料

　消耗品費

　保険料

事業費（ソフト事業等）

　委託料

適否

開館日数

開館時間

支出計

就労支援事業収入

収　支

人件費

受取利息配当金

雑収入

管理費

検証・分析等

6,848人

適

－ 77.1% －

適否

7,920人

実施計画

実施内容
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チェックシート①-２

適否判断

適

収入 適

支出 適

令和元年度　共栄作業所　運営状況　チェックシート①－２

事業
収支

事業分析

　支出実績は計画を下回っており、その差の主なものは、人件費や光熱水費、
就労支援事業費であった。
　人件費の減額については、正規職員のうち、1名の人事異動により人件費が下
がったこと、また、育児短時間勤務を取得している職員があり、支出が少なく
なったことなどが主な要因である。人件費としては減となっているが、事業や
支援体制において、大きな影響はなかった。
　光熱水費については、職員それぞれが節減に努めた結果、当初の計画よりも
減額となった。
　就労支援事業については、就労支援事業収入の減少により、収入に合わせて
利用者に支給する工賃が減額となったことが要因としてあげられる。
　また、その他について、計画では自主製品の販売等にかかる費用と人件費等
の増額を見込み、予備費をあげていたが、実績としてそれらの増額がなかった
ため、予備費としては減額となった。
　計画に対する増減があるものの、指定管理事業の決算は概ね良好であると判
断する。
　利用者の関心が高い給食においては、利用者の希望メニューも取り入れなが
ら、光熱水費の節約を徹底し効果を上げている。
　全体的には、利用者の通所及び就労意欲の維持向上に重点を置き、かつ安全
に配慮しながら最大限の節減に努めるなど、良好な運営であったと判断する。

　指定管理料と給食代、就労支援事業が主な収入。
  就労支援事業収入について、段ボール組み立て作業の受注が例年に比べ少な
かったため、計画を下回った。
　利用者給食代と職員等給食代が計画よりも下回っているのは、年度中に3名が
退所したことが主な要因である。

開館日数：240日
延べ利用者数：6,848人（77.1％）
令和2年3月31日現在利用者30人（定員37人）
※欠員補充については、公の施設として市内全施設の動向を注視しながら慎重
に判断しているところである。

項目

利用実績
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チェックシート②

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

業務従業者
の要件等

業務執行体制（各業務・作業責任者等）が明確になってい
るか、また、変更した場合連絡先を市に届出されているか

書面・実地確認 適切に報告等されている 適

法令等の遵
守

法令等で定められた書類を提出したか 書面確認
地方自治法など各種法令・規程に関
する書類は提出されていた

適

各業務計画書・報告書は提出されたか
4/1計画、5/10報告、

月次報告確認 仕様書通り行われている 適

自主事業の計画書・報告書は提出されたか
4/1計画、5/10報告、

毎月月次報告確認 仕様書通り行われている 適

収支予算書・決算書は提出されたか
4/1予算、5/10決算、

毎月書面確認 仕様書通り行われている 適

意思疎通
市と指定管理者の責任者との間で十分に連絡がなされてい
るか

1ヶ月～2ヶ月に1回会

議・書類管理、指定管

理者面接

十分に情報共有が行われて
いる

適

各種業務計画書が整備、保管されているか
毎月書面・
実地確認

仕様書通り行われている 適

業務日誌等の報告書、点検記録は整備、保管されているか
毎月書面・
実地確認

仕様書通り行われている 適

整備・修繕・事故・故障の履歴は整備、保管されているか
（事業期間終了時まで）

毎月書面・
実地確認

仕様書通り行われている 適

付保している保険を市に通知しているか（更新を含む）
毎月書面・

随時実地確認
仕様書通り行われている 適

緊急事態発生時の対処マニュアル（緊急連絡網の掲示を含
む）が整備、保管されているか

 書面・実地確認 仕様書通り行われている 適

緊急発生時、ないし危険が予測される場合に直ちに措置を
講じたか

報告・書面・
月次報告

仕様書通り行われている 適

事故等の報告書が提出されたか
随時報告・
 書面確認

仕様書通り行われている 適

点検・保守は確実に行われているか
月次報告・
実地確認

建築基準法・消防法等に定めら
れた点検がなされている

適

法定点検、検査は選任資格者の責任によって計画・実施さ
れているか

随時報告・
書面確認

建築基準法・消防法等に定めら
れた点検がなされている

適

取扱説明書 機器等の取扱説明書が整備・保管されているか
随時報告・
 実地確認

建築基準法・消防法等に定めら
れた点検がなされている

適

点検・保守は確実に行われているか
随時報告・
 実地確認

建築基準法・消防法等に定めら
れた点検がなされている

適

法定点検、検査は選任資格者の責任によって計画・実施さ
れているか

随時報告・
実地確認

建築基準法・消防法等に定めら
れた点検がなされている

適

取扱説明書 機器等の取扱説明書が整備・保管されているか
月次報告・
実地確認

仕様書通り行われている 適

点検・保守 点検・保守は確実に行われているか
月次報告・
実地確認

点検・保守は行なわれてい
る

適

外構施設
保守管理

点検・保守 点検・保守は確実に行われているか
月次報告・
実地確認

点検・保守は行なわれてい
る

適

清掃業務 清掃 清掃は確実に行われているか
月次報告・
実地確認

清潔に清掃されていた 適

業務が計画書に基づいて実施されているか
月次報告・
実地確認

仕様書通り行われている 適

不審者に対し適宜質問をしたり、警察へ通報する等のマ
ニュアルを作成しているか

月次報告・
実地確認

仕様書通り行われている 適

鍵管理 マスターキー等の管理は適切か
月次報告・
実地確認

適切に管理されている 適

防災 マニュアルは作成されているか 随時・実地確認 作成されている 適

樹木管理 剪定時期等は適切か 随時・実地確認 適切に管理されている 適

花壇管理 四季の植栽は適切か 随時・実地確認 適切に管理されている 適

行事開催案
内

パンフレット類は整備されているか
月例会議・
実地確認

パンフレット類は整備され
ている

適

ホームペー
ジ作成

ホームページは更新されているか 毎月確認
ホームページの更新はされ
ている

適

機器管理 研修を実施しているか ― 該当なし ―

更新・変更は常になされているか ― 該当なし ―

トラブルに対応したか ― 該当なし ―

令和元年度　共栄作業所　業務の履行状況　チェックシート

総合コメント
　法令等の遵守及び募集要項等に基づく業務計画等の実施について誠実に履行されていた。各種計画書、報告書等も期限まで
に提出されており、職員の配置、各種マニュアルの作成、施設修繕、設備機器等の保守・管理、保険の加入等についても適正
に履行されていた。
　なお、各項目の確認方法については、上記のほか月次報告書及び施設長会議等で行った。

各種管理記
録等の整備
保管

非常時・緊
急時の対応

設備保守
管理

点検・保守

総則

建築物保
守管理

点検・保守

管理シス
テム受付
業務

システム管
理

報告書等の
提出

植物育成
管理業務

施設利用
案内

備品・什
器等保守
管理

警備業務

業務等
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チェックシート③

項目 実施計画 実施内容 検証・分析等 適否

さをり織り作業 毎日の作業日課

　利用者が縦糸と横糸を使い
一枚の布を織り、ボランティ
アや職員がベストやバッグ、
マフラー等に仕立てる作業。
展示会で実演や即売会も行
う。

　製品作成と展示販売で利用
者の就労意欲や社会参加が促
進された。また自主製品のPR
が社会啓発にもつながった。

適

点字刻印作業 毎日の作業日課
　市の封筒に「ヨッカイチシ
ヤクショ」と点字を刻印する
作業

　市の封筒に点字を刻印する
ことで利用者の就労意欲や社
会参加が促進され、自主製品
のPRが社会啓発にもつながっ
た。

適

農耕作業 毎日の作業日課
　収穫作業と幻のなたね油の
ラベル貼り作業

　農作業や完成品のラベル貼
りにより、利用者の就労意欲
や社会参加が促進され、自主
製品のPRが社会啓発にもつな
がった。

適

段ボール組み立て作業 毎日の作業日課
　自動車部品を梱包するため
の段ボールの組み立て作業

　段ボールの組み立て作業を
行うことにより、利用者の就
労意欲や社会参加が促進され
た。

適

目的別社会実習
（社会見学）

年1回社会見学を行う（貸し切
りバス、日帰り）

　7月17日に大阪府茨木市：ヤ
マト運輸「関西ゲートウェ
イ」にて社会見学を実施

　集団で社会見学を行うこと
で、日常の社会訓練とは違う
ルールを学ぶことができた。

適

総合コメント
　施設活動支援として自主製品の製作、PR、販売を積極的に取り入れたことで利用者の就労意欲や社会参加が
促進された。また障害者の自立支援、社会参加に関する社会啓発にもつながった。今後も利用者等のニーズを
取り入れ、積極的に取り組んでいくことを求めていく。

令和元年度　共栄作業所　自主事業の実施状況　チェックシート
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チェックシート④

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

意思疎通
市と指定管理者の責任者との間で十分に連絡が
なされているか

随時
指定管理者と面接

十分に情報共有が行われている 適

記録
整備・修繕・事故・故障の履歴は整備、保管さ
れているか

月次報告・実地確認 仕様書通り行われている 適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

 実地確認
建築基準法・消防法等に定められ
た点検がなされ、修繕等行なわれ
た

適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

実地確認
不具合が生じた際に、適切に報告
がなされている

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

随時実地確認 報告されている 適

修理 修繕工事は適切であったか 実地確認 適切であった 適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

月次報告・実地確認

建築基準法・消防法等に定められ
た点検がなされ、修繕等行なわれ
た

適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

月次報告・実地確認
不具合が生じた際に、適切に報告
がなされている

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

月次報告・実地確認 報告されている 適

修理 修繕工事は適切であったか 月次報告・実地確認 適切であった 適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

月次報告・実地確認 仕様書通り行われている 適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

月次報告・実地確認
不具合が生じた際に、適切に報告
がなされている

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

月次報告・実地確認 報告されている 適

修理 修繕工事は適切であったか 月次報告・実地確認 適切であった 適

点検によって異常が認められる場合は、速やか
に修繕、交換、分解整備、調整等を行っている
か

月次報告・実地確認 仕様書通り行われている 適

不具合が生じた場合の報告を適切に行っている
か

月次報告・実地確認
不具合が生じた際に、適切に報告
がなされている

適

修理、更新が必要な場合は原因等を含めて速や
かに報告しているか

月次報告・実地確認 報告されている 適

修理 修繕工事は適切であったか 月次報告・実地確認 適切であった 適

令和元年度 共栄作業所　設備・備品の維持管理状況　チェックシート

備品・什
器等保守
管理

点検保守

外構施設
保守管理

点検保守

総合コメント
　施設・設備等の点検・保守については、定期的に確認し、軽易な修繕については毎月の業務報告書及び連絡調
整会議等で報告を受けた。
　上記業務の実施については、適正であると判断する。
　なお、各項目の確認方法については、上記のほか月次報告書及び連絡調整会議等で行った。

総則

建築物保
守管理

点検保守

設備保守
管理

点検保守
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チェックシート⑤

分類 対象 項目 確認方法 検証・分析等 適否

入所希望者への対応は適切であったか 月例会議・実地確認 仕様書通り行われている 適

使用料の徴収は適切に行っていたか 月例会議・実地確認 仕様書通り行われている 適

行事開催案内の時期は適切か 月例会議・実地確認 適切に行われている 適

ホームページは見易いか 毎月 ＨＰ確認 見易いものであった 適

担当者の接客態度は良かったか  実地随時確認 良好であると判断する 適

使用者に対する指導は適切であったか  実地随時確認 適切に対応されていた 適

業務従業者は名札を着用しているか  実地随時確認 着用していた 適

運営業務 講座やイベントは満足できる内容であったか  実地随時確認 仕様書通り行われている 適

施設が利用に支障をきたすような状況のまま
放置されていないか

 実地随時確認 適切に管理されていた 適

設備が利用に支障をきたすような状況のまま
放置されていないか

 実地随時確認 適切に管理されていた 適

トイレットペーパー、消毒用品、手洗い用石
鹸は常に補給されているか

 実地随時確認 適切に管理されていた 適

全体的（駐車場を含）に、見た目清潔に保た
れているか

 実地随時確認 清潔に清掃されていた 適

警備業務 避難経路には障害物がないか  実地随時確認 障害物は見られなかった 適

機能・美観が良好な状態に保たれ、利用者が
安全に利用することができるか

 実地随時確認 良好に管理されていた 適

利用に支障をきたすような状況のまま放置さ
れていないか

 実地随時確認 適切に管理されていた 適

樹木・花壇は見栄え良く管理されているか  実地随時確認 良好に管理されていた 適

草刈りや除草はされているか  実地随時確認 良好に管理されていた 適

環境衛生管
理業務

快適に利用できる環境となっていたか  実地随時確認
快適に利用できる環境となっ
ていた

適

廃棄物処理
業務

廃棄物は適切に分別が行われていたか  実地随時確認 適切に分別が行われていた 適

備品管理業
務

利用に支障をきたすような状況のまま放置さ
れていないか

 実地随時確認 適切に管理されていた 適

維
持
管
理
業
務

令和元年度　共栄作業所　サービスの質　チェックシート

運
営
業
務

総合コメント
　各々の個別支援計画や、障害者の特性に応じた日中活動が選択できるよう、幅広い内容の就労支援活動を取
り入れており、その支援と評価について保護者の方々ときめ細かな連携を取っている。その結果を、日中活動
の内容にフィードバックさせ、利用者一人ひとりの支援がより良いものになるよう努力されている。この積み
重ねにより、利用者の健康や家庭の問題を相談できる信頼関係が築かれており、共に問題解決に向けて取り組
む姿勢が見られた。
　また、施設サービスに関するアンケートを継続的に実施し、その結果について運営委員会を開催するなど、
施設運営について利用者の意見を取り入れる努力がうかがえ、公平・公正に運用されていた。

施設・設備
の保守管理
業務

外構・植栽
管理業務

清掃業務

入所許可、
使用料の徴
収

施設利用案
内

受付・応対
業務

利用者アンケート等を活用して、指定管理者が提供するサービス

の質を確認します。アンケート実施の場合は、仕様書に記載した

指定管理者に委託する業務の内容や基準について、利用者に質問

するように設計します。本チェックリストの項目も、アンケート

項目に対応する形で設定すると、確認が容易となります。
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